
 

 
                        

 

 

学校教育目標   自立   協働   創造 

 

夏休み目前！  子どもたちの安全な暮らしと地域での見守りについて 

日頃より本校の教育活動へのご理解とご協力をいただき、心より感謝申し上げます。 

現在、子どもたちの登下校中や放課後の行動について、いくつか心配な事例が見られます。学校でも継続して指導を行ってお

りますが、学校だけの対応では限界があるのが現状です。これから夏休みという長期休みを迎えるにあたり、子どもたちが安全

に、そして健やかに過ごせるよう、各家庭および地域全体での温かい見守りと声かけが必要不可欠です。皆さまのご理解とご協

力をどうぞよろしくお願いいたします。 

特に懸念される危険・迷惑行為 うちの子は大丈夫と思わず、ぜひこの機会にご家庭で以下の点について話合ってください。 

１ 交通安全について 

①車道への突然の飛び出し わざと車道に友達を押し出したり、自分が飛び出したりして、車を急停車させる子がいる。 

②縁石を歩く子、歩道を広がって歩く子どもたち、スマートフォンの画面を見ながらの歩行など 

③スピードの出しすぎや、並進（並んで走る）などの危険な自転車の運転 ヘルメットをかぶっていますか？ 

 ※交通事故の被害者だけでなく、加害者にもなる可能性があります！ 

２ 社会ルール・マナーについて 

①店舗などでの万引き（犯罪行為） 万引きは犯罪です。お店にとっては大きな損害になることを再確認する必要があります。 

②他の方の迷惑になるような場所での騒音や危険な遊び 店舗内で走り回る子もいるようです。 

家庭・地域・学校の連携へのお願い 

子どもたちは地域の宝であり、未来そのものです。「家庭・地域・学校」が手を取り合い、社会全体で子どもたちを育んでいきま

しょう。 家庭での話し合い：長期休みに入る前に、交通ルールや社会のマナーについて、ぜひご家庭でも具体的に話し合ってみ

てください。地域での「声かけ」：もし街中で危険な行動や迷惑行為を見かけた際は、その場で優しく、時には毅然と注意を促して

いただけますと幸いです。見守りの目：散歩や買い物の際など、少しだけ子どもたちの様子に目を配っていただけるだけで、大き

な抑止力と安全につながります。 

子どもたちが事件や事故に巻き込まれることなく、充実した夏休みを過ごせるよう、皆さまのご協力を重ねてお願い申し

上げます。 
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